











































Examination of various theories about the concept of Disaster Carework
─Toward constructing of Disaster Carework study─
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No 著者 発行年 種類 「災害福祉・災害ソーシャルワーク」の定義・概念
「災害福祉とは災害を契機として生活困難に直面する被災者とくに災害時要援護者の生命、生活、尊厳を守るため、災害時要援
1 西尾祐吾 2010 町巨ヨ丘日 護者のニーズをあらかじめ的確に把握し、災害からの救護•生活支援•生活再建に対し、効果的な援助を組織化する公私の援助
活動」としている
2 垣、土膝ー ) 、羊＿ 2013 解説




3 上野谷加代子 2013 町巨ヨ丘日 を学ぶことが必要である。
具体的には、心のケアからケースワーク的アカ］ーチ、家族療法、施設や機関管理・運営、アドボカシー、地域組織化 (Jミュニティ
オーガニゼーション）、政策反映への働きかけ、社会開発など。





5 立木茂雄 2014 特集論文 の欠陥に注目し、評価・調整・送致・開発・保護を行なうこと」
・被災者の視点に立って社会関係全体に目を配る災害ソーシャルワーク活動は被災者にとって不可欠なサービスである。
西尾 (2010)の「災害福祉とは災害を契機として生活困難に直面する被災者とくに災害時要援護者の生命、生活、尊厳を守る
6 八尋茂樹 2015 報告 ため、災害時要援護者のニーズをあらかじめ的確に把握し、災害からの救護•生活支援•生活再建に対し、効果的な援助を組織化
する公私の援助活動」を採用している
災害時にソーシャルワーカーに必要な視点として「①時間・時期IJ.もじ応箇切な対応・支援（フェーズを意識したソーシャルワーク実


























12 菱沼幹男 2017 町巨ヨ丘日 生活上のリスクを想定し、災害発生に備えた学習やネットワーク構築、人材育成、体制整備等の災害前の実践と、災害発生直後
から生じる個々 の生活ニーズヘの対応とJミュニティの再生に至るまでのプロセスにおいて支援活動を行う災害後の実践
災害ソーシャルワーク実践は、避難所へのアウH)ーチ、一時行方不明や緊急入院及び大量のゴミの片付けといった危機対応、そし
13 黒木他 2019 研究ノート て不動産業者や介護保険事業者及びi囮或包括支援センターヘの引継ぎといっ応里絡・調整などの行為。そこから災害時のソーシャ
ルワーカーは「①アドボケイH伎割②サービス・資源を媒介する役割 (broker)③自己の業務管理者役割」が挙げられる

























































































C防災への関心 0要援護者の安否確認 • 発見 3コミュニティ再構築
喚起の啓発活 ②至見した要援護者のサーピスヘの橋渡しとモニタリン②見守り体制の構築
動 ク ③サロンづ〈 りやサークルづ〈 I)等を通じた孤立や、ひ
②災害に備えた ＠葬儀の手配 きこもり・廃月症候群の防止












啓発・教育 組アウト リーチ・ ニーズキャ ッチ アセスメン ト プランアウト リーチ・ニーズキでッチ アセスメント ブラン
災害ゾーシャル
ワークで月いら
緑化 ネットニングネットワーキング チームケア コーティネーニングネットワーキング チームケア コーディネー
れる方法 ・椴能
ワーキング ト資屍開発穏鐙化 モニタ リングエンパワメント ト 資源開発組瞼化モニタリングエンパワメント


























































　文献検索の結果、医学中央雑誌Web版で「災害介護」で 5 件（内、“解説”が 2 件）、CiNiiで 7 件が
抽出された。「災害and介護福祉士」では医学中央雑誌Web版30件、CiNiiで23件が抽出されたが、「災











No 著者 発行年 種類 「災害介護」の定義・概念
1 日本介護福祉士会 2009 マニュアル
生活7領域から考える自立支援アセスメントシー随活用し、「情報収集⇒分析⇒判断⇒決断⇒行動⇒評価⇒モニタリング」という
流れの中で介護福祉支援活動が発揮される。
2 松橋他 2010 研究報告 「災害介護」について明確な定義がない。災害時における介護についての研究を進め、「災害介護」を体系化してい〈必要がある。
3 今井他 2010 共同研究
災害緊急時であろうとも生活は継続している以上、介護福祉ニーズがないわけではない。もとより平常の生活八の移行期間やその準
備にかかわる中・長期的なニーズもある。だから介護福祉士が災害時介護においてもその専門性を発揮して関われる必要がある。
4 松橋他 2011 研究報告 災害介護とは災害時に特別な配慮が必要な人たち（特に高齢者・障害者）に対する心身の状況旧応じた日常生活支援を指す。








2014 書籍 連携や関係機関や関係団体との連携のもとに協働するマネジメント能力、次項の健康管理と共に、 1人の命をも大切にする災害
時の倫理等の教育内容が必要である。
・災害時の要介護者へのケア（災害時の介護活動）
7 小林他 2016 実践事例 介護福祉専門職としての使命感を持ち、災害時に介護を必要とする人のいのちと〈らしを守ることができる
8 後藤真澄 2017 実践事例 災害時の「生活」という視点から支援する介護福祉士




















































































































































































1 ） 株式会社富士通総研（2013）「災害福祉広域支援ネットワークの推進方策に関する調査研究事業報告書」p 4
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学部教育実践研究』 2 ，167-173．
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13） 後藤康文（2017）「慈善事業・社会事業にみる災害福祉」『岐阜経済大学論集』51（ 2 ），61-82．










20） 高嶋進（1965）「災害予防の可能性をいかすもの」『月刊福祉』48（ 9 ），27-34．























33） 小井土雄一　他（2009）『災害看護学』メヂカルフレンド社， 2 ．
34） 﨑浜公之（2017）「被災者と災害ボランティアの共生をめざして─熊本地震の現場から被災者のニーズを問い直す」
震災ドキュメント．インプレスR&D．





37） 前掲 4 ），67，70，109．
38） 篠崎良勝（2018）「被災地で行動した介護福祉士の記録～“気づかれない実践”を実践し続けた介護福祉士～」『介
護福祉』111，11-18．
39） 前掲24）．
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